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【目的】 
 地域医療支援病院の退院調整看護師を対象に、退院調整看護師が担う役割と退院調整を
促進する上での課題について調査する。  
【方法】 
1. 対象：A 県内の地域医療支援病院に勤務する退院調整看護師  
2. 調査期間：2017 年 8 月～2017 年 10 月 
3. データ収集方法：インタビューガイドを用いた半構造化面接を実施した。  
4. 分析方法：録音データから逐語録を作成、質的帰納的に分析し、地域医療支援病院の
退院調整看護師における役割と現状および、退院調整を促進する上での課題や調整看
護師としての実践している看護について分析した。 
5. 倫理的配慮：聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認（承認番号： 17001）を得た。 
【結果】 
今回、対象者は 6 名得られ、看護師経験年数は 24.1 年、退院調整看護師経験年数は 2.9
年、専従看護師は 4 名、専任看護師は 2 名、訪問看護実務経験者は 2 名、認定・専門看護
師有資格者は 1 名であった。また、対象者の所属施設では、回復期リハビリテーション病
棟や地域包括ケア病棟は有さなかった。  
インタビュー結果から、下記の内容が抽出された。「退院調整看護師における役割」で
は、（病状予測と生活者としての患者を捉える）、（院内外/多職種をつなぐ）、（顔の見える、
風通しの良い環境つくり）、（病棟看護師への教育）、（患者/地域住民への教育）などが述べ
られた。「退院調整看護師が実践している看護」では、（意思決定へのプロセスを共に歩む）、
（患者/家族が吟味して意思決定できる環境をつくる）、（患者/家族の意向に沿った調整を
する）などが述べられた。「退院調整上の現状と課題」では、（院内のコメディカルは非常
に協力的）、（退院支援のキーパーソンは病棟看護師であることを再認識した）、（病棟看護
師が退院支援に積極的に取り組めない背景に、「退院支援」で何をすれば良いか分からない
ことがあると認識している）、（様々な折衝におけるストレス）、（退院調整に対するジレン
マ）と、（病棟看護師が主体で退院支援を取り組めるような工夫や仕組みが必要）、（地域完
結型医療への理解は医療福祉関係者/患者共に浅い）、（クリニカルパス適用患者の退院支援
の見落とし）などが述べられた。  
【考察・結論】 
 退院調整看護師は、患者/家族の意思決定をサポートすることが、地域での療養の鍵であ
ることを認識していた。そして、実際の退院調整では、病棟看護師と共に患者/家族の意向
に寄り添いつつ、病状予測も踏まえた多角的な視点でマネジメントしようとする姿があっ
た。しかし、退院調整看護師は、退院調整の実務経験が浅く、退院調整看護師における役
割遂行に対するストレスやジレンマを抱えている現状が明らかとなった。  
 退院調整促進のための課題としては、退院調整看護師のメンタルサポートや退院調整に
関する研修の強化。施設や地域を越えた退院調整看護師の情報交換のための交流機会。ま
た、院内外・地域に対する退院支援・地域包括システムに関する周知と理解を促す取り組
みのさらなる強化が考えられた。  
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